
 

 

 

 

 

 

                           

                  ２学 期 始 業 式  学 校 長 の話 より  

 

     FEEL＆ACT ～ 感 じ て 、 活 動 し て 、 学 ぶ こ と を 楽 し も う ～  

 

夏休み、どんな経験ができたでしょうか。どんな自分に出会えたでしょうか。 
夏休み中に開催された、オリンピックを見た人も多いのではないでしょうか。心に残った競技、そ

れぞれに思い浮かぶと思います。選手の皆さんは、４年に一度開催される、このオリンピックに向け
て、練習を重ね、プレッシャーに襲われながらも、気持ちを作ってきたのだと想像します。どの競技
も素敵でしたね。たくさんのいろいろな感動をもらいました。 
 でも記録や技だけでなく、メダルを獲得した選手も、メダルには手が届かなかった選手も、オリン
ピックを通して成長・進化したのではないかと思うのです。この日に向けて頑張ってきた努力はかけ
がえのないものですし、大きな舞台で力いっぱいパフォーマンスしたことは、誰にでもできることで
はありません。また、うまくいかなかったという悔しさも、これからのさらなる成長に向かう力とな
った選手もいたのではないでしょうか。いずれにしても、私には想像もできない世界で闘い抜いたみ
なさんなのです。 

進化・成長と言えば、夏休み中に生き物の進化と成長のお話
を聞きました。命をつなぐための進化と知恵についてのお話で
す。両生類と爬虫類のお話です。３億年以上昔から生きている
仲間なんです。両生類というのは、カエル、イモリ、サンショ
ウウオなどの仲間です。爬虫類は、ワニ、ヘビ、トカゲ、カメ
などの仲間です。 

 オタマジャクシを背中に乗せて木の上に運ぶ「イチゴヤドク

ガエル」、長い指を持つ足を巧みに使って水面を 1 秒間に 20

歩も進む「グリーンバシリスク」、いざという時に肋骨と皮膜

でできた羽を使って滑空する「トビトカゲ」、体を平たくして

S字にくねくねして滑空する「トビヘビ」。みんな知恵を働かせて、自分の得意なところを生かして、

進化成長を遂げたのです。 

 自分が得意なこと、好きなこと、もっと伸ばしたいこと、

頑張れそうなこと（頑張ってみたいと思うこと）に、時々で

いい、少しだけ頑張ってみましょう。うまくいかなくてもい

いし、成功しなくてもいい。少し頑張ってみようかなと動き

出すことが大事で、その小さな積み重ねが、自分を成長・進

化させると思います。 

 FA（FEEL&ACT）、いっぱい感じて、いっぱい活動して、

学ぶことを楽しみましょう！ 

 どんな 2学期が待っているのか、楽しみですね。 

 

      夏 休 みの作 品 展 示  

  

 校内に夏休みの作品や研究が展示されました。暑い夏休みでし

たが、楽しい思い出がたくさんできたようでよかったです。粘り

強く調査を行ってまとめた研究や工夫を凝らして仕上げた工作や

絵は見ごたえがありました。低学年の児童は、おうちの方と楽し

く作品作りをした様子が伝わってきました。高学年の児童は、自
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分の興味のある分野の研究や調査、工作・絵におうちの

方のアドバイスをいただきながら取り組んだ様子が伝わ

ってきました。おうちの方も多く来校し、来年度に向け

ての参考に作品を見学されているようでした。ご家庭で

のご支援やご準備ありがとうございました。 

  

 

 

    椀 子 ヴィンヤードの自 然 学 習 とクララの苗 木 植 栽 体 験  

 

 台風 10 号の影響で、８月２９日（木）に延期されましたが、香川県の農研機構西日本農業研

究センターの楠本良延先生においでいただき、4年生が、椀子ヴィンヤードの環境学習を行い、

塩川小の中庭にクララの苗木の植栽を行いました。 

 楠本先生から、椀子ヴィンヤード周辺の草原は、

生物が生きるために素晴らしい環境であること。ま

た、希少種であるオオルリシジミ蝶が椀子ヴィンヤ

ード周辺へ飛来し繁殖するために、クララというオ

オルリシジミのエサになる植物が必要であり、その

重要な活動に塩川小学校の児童が何代にも渡って

関わってき

ている事も

知ることが

出 来 ま し

た。この活動は、オオルリシジミを捕まえてきて

ワイナリー周辺に放すのではなく、自然に風に乗

って東御市方面からやってきた蝶が自然繁殖を

するまで、環境を整えて待つという自然の流れを

尊重した活動です。  

 説明会の後、先生が香川から運んでくださった

クララの苗を中庭の畑に 植えました。クララは

30 センチほどまでに育つ来春に掘り出してヴィンヤードのブドウ畑周辺に 5 年生に進

級した子どもたちが移植します。子どもたちは地域の恵まれた環境を再認識し、蝶が飛

来する姿を思い浮かべながら、丁寧にクララを植える姿がありました。  

 

6 学 年  セイジオザワ松 本 フェスティバルへ  

 9月 2日（月）6学年は、「セイジオザワ松本フェスティ

バル～子どものための音楽会～」鑑賞と松本城見学へ行って

きました。当日は、台風 10 号の影響もなく、猛暑日の一歩

手前といった暑い日となりました。コンサートはキッセイ文

化ホールで行われ、ベートーベン交響曲第7番で始まりまし

た。生のフルオー

ケストラは想像を

超える迫力で、美

しい音色を堪能し

ました。最後には

オーケストラに合

わせて会場の全員で「ふるさと」を歌いました。会場が震

えるほどの迫力のある合唱となりました。 

 コンサートの後は、国宝松本城を見学しました。お堀の



周りの公園でお弁当を食べ、松本城を見学しました。入場して子どもたちが苦戦したのは急な階段で

した。ですが、大昔の城の守りを体感できる貴重な経験となりました。天守の頂上の 6階からの眺め

は最高でした。外は猛暑でしたが、中は風が通り抜け、涼しく感じました。 

 今回の見学で、最高の音楽、最高の城に出会うことができました。この体験は子どもたちの心に残

り、この先の人生を豊かにしてくれるものと思います。 

 

5 学 年  ニッセイ劇 場 アラジンクエストへ  

 9 月 5日（木）5学年は、サントミューゼで行われたニッ

セイ名作シリーズ「アラジン・クエスト」を鑑賞しました。

今回は、市内の学校の多くの学校の児童が集まり、午前、午

後の2回公演され、サントミューゼが小学生でいっぱいにな

りました。 

 今回の公演は「物

語付きクラシックコ

ンサート」というこ

とで、お芝居を見な

がら、オーケストラ

の演奏で数々の名曲を楽しむことができました。会場の

みんなで手拍子をしたり、歌ったりして一緒に旅をする

ような気持ちになれるとても貴重な時間となりました。 

 会場までの往復で電車を使いましたが、マナー良く楽

しく学習をすることが出来ました。 

 

2 学 年  本 はともだち  

 ２学年は、今年度講師の山浦先生に通年お越しいただ

き、「本はともだち」という読み聞かせと本の紹介を行

っていただいています。ですが、読み聞かせのようにお

話を全部読むのではなく、楽しいところを紹介しながら

も続きは自分で読んでみてね、と投げかけます。ですの

で子どもたちはお話の内容に興味津々な様子でした。紹

介してくださった全ての本に共通するテーマを探すとい

う宿題も出されました。これから、順番に本を回して読

んでいきます。全員が紹介した全ての本を読むというめ

あてもありますので、たくさん本を読んでほしいと思い

ます。 

2・４学 年  歯 科 指 導  

 8 月 28日（水）、歯科衛生士の方に来校いただき、

歯科指導を２・4学年で行っていただきました。特に虫

歯になりやすい年齢の学年に歯の大切さをお話しいただ

き、実際に歯垢染

色剤を使い、歯垢

が残りやすいとこ

ろを鏡で確認した

後、ブラッシング

を行いました。思

っていたよりもピ

ンクの歯垢が多く残り驚いていた子もいました。この日の

授業後、給食の後の歯磨きでは、歯垢の残りやすいところ

に気を付けて丁寧に磨いている子が多かったです。自分の



大切な歯を自分でしっかりと守る意識を強くしていってほしいです。 

避 難 訓 練 を行 いました  

 ９月３日（火）に予告なしの避難訓練を 2時休みに行い

ました。今回は、地震が休み時間に起こったという想定で、

まずは身を守ること、そして落ち着いて校庭に避難するこ

とを目的で行いました。休み時間ということで、子どもた

ちは様々な場所で活動していましたが、スムーズに校庭に

避難することができました。ですが、整列後に少し話し声

が多くなってしまうという課題も残りました。 

 教室に戻ってから、各クラスで反省をし、「おはしも」

の再確認と非常時に指示をしっかりと聞く大切さについて

確認を行いました。災害はいつ起こるか分かりません。落

ち着いて命を守る行動が出来るようにこれからも訓練を真剣に行えるようにしていきたいと思い

ます。 

 

職 員 研 修 を行 いました  

 

 8 月２０日（火）に、上田警察署 スクールサポーターの井出 幹夫先生を講師にお迎えして、

職員研修を行いました。この会には、PTA 会長廣川さんにも学校運営委員を代表してご参加をい

ただきました。この研修では、まず不審者への対応についてのお話をいただき、実際に自分なら

どうするかを考えました。不審者対応として重要なことは、積極的に来訪者を不審者と位置づけ

る勇気と教えていただき、初動の大切さを痛感しました。また、職員の非違行為防止については、

「甘い考えは自分の所に返ってくる」「これくらいならという気持ちが大切な人を悲しませる」

というお話をお聞きし、職員一人ひとりが自分事として捉え、大切な人を守るために同僚と互い

に批正し合いながら努めていきたいと気持ちを強くしました。今後も、信頼される塩川小学校を

目指して、校内での職員研修を積み重ねていきます。 

 

            

                    続 く暑 さへの対 応 について  

 

 7 月 1日から熱中症予防のため、登校時の１～３学年の児童のヘルメット着用を、帽子着用も可

能とさせていただいてきました。 また登下校や屋外での活動の際にクールタオル等の使用につい

ても確認させていただきました。 

 2 学期に入り 30℃を超す暑い日が続いておりますので、暑さが収まるまで、低学年の帽子の着用

可能、クールタオル等の着用可能、薄めたスポーツドリンク可能の対応を継続させていただきたいと

思います。終了時は、オクレンジャーメール等で改めてお知らせしますので、ご理解、ご協力をお願

い致します。 


